
                                                  

勢田川きれいにプロジェクト（ＳＫｉＰ）による水環境改善 
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１ はじめに 

三重県の中南部に位置する宮川水系勢田川は、伊勢市の市 

街地を流れる都市河川である。古くは舟運で賑わい、親水空間 

は伊勢市の文化交流拠点の軸として、市民にとって生活空間に 

馴染みのある河川となっている。 

流域には伊勢市の人口約１０万人のうち約 60％が居住してお 

り、下水道整備等の遅れから水質汚濁が進行し、水質は６年連 

続三重県内ワースト１である。 

汚濁負荷の原因は、図－１に示すように、ほとんど生活排水で 

ある。また、河床に堆積した底泥から発生する悪臭がさらに生活 
工場：

環境を悪化させており、市民自ら水環境改善を目指す気運が高 

まってきた。                                      

このような背景から、水環境改善のため、宮川からの浄化用水 

の導入を平成５年度から開始した。平成１３年度からは、底泥浚 

渫事業に着手しており、平成１７年度に一部供用される流域下水 

道の整備と併せて、勢田川の水環境改善を目指しているところ 

図－１である。 

本報告では、勢田川の水環境改善のための環境保全の取り組みや浚

いて、「‘市民自ら考え・行動して勢田川をきれいにしていこう！’」を合い

心として発足したワークショップ「勢田川きれいにプロジェクト（ＳＫiＰ）」（以

施内容を紹介し、今後の住民参画型公共事業のあり方について一考察す

 

２  ＳＫiＰの概要 

２．１ ワークショップの背景 

平成１３年度に市民代表・学識経験者・行政が構成する「勢田川の浄

発足させ、平成１４年度に以下の２つの問題提起・意見が出された。そ

住民参加のワークショップ（以下「ＷＳ」という。）を実施するにいたった。

① 市民が汚してしまった川を再びきれいにするために多大な費用
意識が変わらなければ同じことを繰り返す。市民は汚している意識

いか。どれだけ汚しているのか市民が意識を持つ取り組みが必要

② 浚渫事業について住民参加型でやりたい。『勢田川をみんなで
ジで展開できないか。 

 

 

写真－１ 勢田川全景 
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２．２ ＷＳの名称 

ＷＳ開催にあたり、親しみやすく、わかりやすく、おぼえやすいＷＳとするため会の名称を 

検討し、「勢田川きれいにプロジェクト」とし、ＳeｔａｇａｗａのＳ、KiｒｅｉｎｉのＫｉ、ＰｒｏｊｅｃｔのＰの頭

文字をとって通称をＳＫiＰ（スキップ）とした。 

２．３ 検討テーマ 

ＳＫiＰでは、次の２つのテーマを検討することにした。 

◇ 水質一斉チェック 

①勢田川の汚れの現状を地域のみなさんに知っていただくために、市民による流入

支川・水路の水質一斉調査を実施。 

②水質調査結果を広報し、流域住民に自ら川との関わりを再認識してもらう。 

◇ 落差工計画 

①浚渫事業区間の上流端に、浚渫による段差の土留めと水質浄化、植生保全を目的

とした落差工を整備。 

②勢田川にふさわしい落差工とするため市民と共に落差工計画を実施。 

２．４ ＳＫiＰの活動方針 

ＳＫiＰは、次の３つの方針に基づき活動することとした。 

その１◇ＷＳ形式で活動を進めていきます。 

その２◇積極的に意見交換を行い、‘きれいな勢田川’の実現にむけて取り組みます。 

その３◇計画するだけでなく、市民協働による施工・維持管理のあり方についても話し合

います。 

 

３ ＷＳの経過 

ＳＫiＰの参加募集については、川に最も関わりが深い勢田川流域住民を募集対象として、ハ 

ガキにより公募した。広報は、ポスター・チラシにて行い、ポスターは、流域内の公共施設等の掲 

示、チラシは、新聞折り込みによる流域内の全戸配布を行った。 

ＷＳは、第１回目を平成１５年８月２４日に開催し、１ヶ月に１回の頻度で、計５回行い、平成１６ 

年１月２３日にとりまとめの報告会を行った。 

企画・司会・進行について市民メンバーが自ら行い、行政側は、運営補助することに徹した。 

 

４ 水質一斉チェックＷＳ 

４．１ ＷＳの進め方 
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 １． 調査対象水路のグループ分け（１日で回れる範囲）。 

 ２． メンバーの住んでいるところを地図におとし、川のどの位置に排水しているかを確認する。 

 ３． 自分の排水先が含まれる水路グループに分かれる。 

 ４． グループごとに調査方法・役割分担を決める。 

 ５． グループごとに調査にでかける（調査の実施）。 

 ６． 戻って調査の結果をみんなでまとめる。 

 
行政

①水量を測る ○

②水質計で測る ○

③感覚で測る ○

役
種別
 ７． 調査結果をどのように地域のみなさんに知ってもらうか考える。（広報） ④分析する ◎ ○ ・感覚評価と比べてみる
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４．２ 水質一斉チェックの実施 

調査は、平成１５年１１月２３日（日）に８１名で実施した。 

５グループに分かれ、１グループあたり約５箇所合計２６箇所 

の支川・水路で調査を行った。調査は、流量・水質の計測を実 

施し、調査者各自の感覚指標（視覚・触覚・嗅覚）により判断で 

きる表－１の調査表を作成し、各地点で点数付けを行い、川のき 

れいさを５段階で評価した。調査後、グループ毎に各支川・水路 

川

(1

(2

(3

　

(4

(5

の調査結果の発表を行った。調査結果について、水質分析値と 

感覚指標によるきれいさの点数をプロットしたところ、図－２に示 

すように概ね点数と分析値の相関傾向が見られる。この結果から 

平常時の水質は人の感覚できれいさが計れることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 
図－２ 感覚調査での点数と水質分析値の相関図

５．落差工計画ＷＳ 

５．１ ＷＳの進め方 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　１．　落差工の設置事例を参考にしながら、落差工の一般的な機能、役割、種類を把握します。

　２．　勢田川にはどのような落差工がいいか、みんなでアイデアをたくさん出し合います。

　３．　右に示した①から⑤までの５つの視点についての検討を加えます。

　４．　アイデアに基づき、各自または各グループで、落差工の提案メモを作成します。

５． 提案の中から、制約条件を踏まえて技術的な

　　　　　検討を行い、SKiP案を絞り込みます。

　６．　施工・維持管理・環境学習の視点についての

　　　　　検討を加えます。

７．　落差工のネーミング（愛称）をみんなで考えま

　　　　　す。（例：勢田川環境堰）

　８．　みんなでまとめた提案を地域のみなさんにど

　　　　　のように知ってもらうか広報の方法を考えます。

５．２ 落差工の原案 

市民からアイデアを出し合い（写真－３）、その後、様々な案が出る

うに、３人一組でグループワークを行い、７つの案が提案された。そ

条件を勘案し、技術的な検討を加え、各案に対し、反映できるものは

かえて反映できるものは△、制約条件等により反映できないものは

明し、図－３に示す原案を作成した。その後、計画後の進め方につ

（施工）」、「みんなで手入れをしよう（維持管理）」、「活用の仕方を考

いて、市民と行政の役割分担を話し合い、市民参加の可能性・活
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写真－２ 感覚調査の状況
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表－１ 感覚調査表 

合計点

いさ（○をつけましょう）

設問項目 回答項目（番号は点数です）

　1.かなり汚い    3.少し汚い    5.どちらでもない

　7.少しきれい    9.かなりきれい

浮いていますか

ていますか

すか

　1.かなり浮いている   3. 浮いている   5. 少し浮いている

　7.ほんの少し浮いている    9.まったく浮いていない

　1.かなりにごっている    3.少しにごっている    5.どちらでもない

　7.少しすんでいる    9.かなりすんでいる

点ら(5)までの平均を合計しましょう

　1.かなりヌルっとしている    3.少しヌルっとしている   5.どちらでもない

　7.少しサラっとしている    9.かなりサラっとしている

　1.かなり悪い臭いがする    4.少し悪い臭いがする 

　6.ほとんど臭わない    9.無　臭

た感じは

ありますか

21点～30点

合計点：

31点～40点 40点以上

非常に悪い 少し悪い ふつう 少し良い 非常に良い

10点以下 11点～20点

－３ アイデアの出し合い
分析値（mg/l） 
ように写真－４に示すよ 

中で治水上制約となる 

、一部反映または形を 

×をつけその理由を説 

て、「みんなでつくろう 
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用等の検討を行った。 

－４ 落差工案作成状況



                                                  

また、多くの人々に親しんでいただくため、愛称の募集を行い、ＷＳ報告会時に応募された中 

からメンバーの多数決によって『勢田川とおりゃん瀬』と名付けられた。 

 

 

 

 

 

 

落差工名称：勢田川とおりゃん瀬 

勢田川の水が透きとおるようにきれいになり、地

域の人々が親しみを持って勢田川に集まってくる

ように…との願いが込められています。 

６ 報告会終了後のＳＫｉＰの活動 図－３ 落差工原案イメージ図 

報告会後も様々な活動を展開しており、浄化材（竹炭・乳酸菌飲料の容器・かき殻）の収集を 

市民自ら行った。竹炭は、炭焼き釜づくりから竹炭焼き（写真－５）を実施している。自治体の伊

勢市では、乳酸菌飲料容器の収集箱・ＰＲ看板の設置（写真－６）を行った。 

また、施 真－７） 

 

 

 

 

工では、市民参加で浄化材の設置を実施した。（写
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写真－５ 竹炭焼きの状況 
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写真－７ 浄化材設置状況
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